
 

「師走によせて」 
 校長 中野 敏英 

いよいよ今年も残すところ１ヶ月となりました。皆さんにとって、この１年はどんな

年だったでしょうか。毎年 12 月に日本漢字能力検定協会による今年の漢字が発表され

ますが、昨年は「戦」でした。理由は「ロシアのウクライナ侵攻により戦争の恐ろしさ

を目の当たりにした１年、円安・物価高による生活上の戦い、スポーツでの熱戦・挑戦

も注目された年」だそうです。今年はどんな文字になるでしょうか。２学期は本校の文

化的行事である「学習発表会」がありました。生徒一人一人が輝いた一日でした。  

師走は、あわただしい中にも昔は、「師走日和（びより）」「師走市」「大掃除」「煤払

い」「障子の張替え」など、味わい・ゆとりをもって生活していた様子がうかがえます。  

 

正岡子規は、「忙しく 時計の動く 師走かな」と詠んでいます。  

 

師走に時計がはやく動くように感じるのは、やり残した事がないように１年を締め 

くくりたいからではないでしょうか。新年を清々しく迎えることができるように残り

１ヶ月を無駄なく有意義に過ごしていきたいものです。  

これから担任と三者面談をしていきます。先生から言われたことをどう改善しよう

としていきますか。この改善する努力の一歩一歩が明日のあなた方の未来を形にして

いくのではないでしょうか。  

３年生とは、入試のための校長による面接練習を実施しています。その中で、「蒲田

中学校はどんな学校？」と尋ねると多くの生徒は、「思いやりがある」「ボランティア活

動が盛ん」「アットホーム」「校則を改善してくれる」「楽しい学校」等と答えます。ま

た、学習発表会や運動会の学年種目を言ってくれた生徒が多く、行事に対してものすご

くがんばって取り組んでいたんだなと思い、大変うれしく思いました。  

最後になりましたが、この２学期間、地域の皆様や保護者の皆様には、日頃から本校

の教育活動に深いご理解とご協力を賜りましたこと、改めてお礼申し上げます。  

ありがとうございました。  

 

日・曜  主  な  行  事  給食  日・曜  主な行事  給食  

1 金      人権作品展始  ◎  20 水  職員会議  ◎  

4 月  教育相談始  ◎  22 金  大掃除  ジャージ登校  ◎  

8 金  教育相談終  人権作品展終  ◎  25 月  終業式  生徒意見交換会  × 

11 月  避難訓練  ◎  26 火  冬季休業日始（～ 1／ 8）  －  

15 金  私立高校入試相談始（ 3 年） ◎    （ 3 学期始業式  1/9）   
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12 月の主な予定 



 

 

「連合学芸会・展覧会」 10 月 27 日（金）～11 月 10 日（金） 

 大田区立中学校の連合学芸会・展覧会が開催されました。 10 月 27 日から 11 月 2 日ま

で、美術展が池上会館で開催されました。１年生が「ドリームキャッチャー」「ゼンタング

ル」、２年生が「銅板レリーフ」「スクラッチの時計」「ゼンタングル」、３年生が「テセレ

ーションの木箱」「水墨画」「ゼンタングル」を出品しました。どれも力作で日頃の授業で

熱心に取り組んだ成果が表れていました。10 日には、音楽の部がアプリコ大ホールで行わ

れました。本校からは、3 学年全員が参加し、「あなたへ～旅立ちに寄せるメッセージ～」

を歌いました。他校に負けず劣らず、きれいなハーモニーで素晴らしい合唱を披露してく

れました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和 5 年度大田区立中学校美術展出品者】  ※敬称略  

（１年）   

（２年）   

（３年）   

「理科生徒研究発表会」 11 月 4 日（土） 

 区内中学校 8 校が参加し、大田区中学校理科生徒研究発表

会が池上会館で行われました。蒲田中学校からは、科学探究

部の生徒 4 人が参加し日頃からテーマに基づき各自で研究

している成果を堂々と発表しました。   

○口頭発表の部  

・「過去の火星で生じた可能性のある物理的風化作用の破壊力」（最優秀賞）  

・「交流クリップモーターを回転させる方法」（優秀賞） 

○ポスター発表の部  

・「再結晶によって壊れる岩石」（奨励賞） 

・「電気パンが膨らむ要因」（奨励賞） 

・「効率よく円周率を求める方法」（奨励賞） 

※「薬物乱用防止作品」、「人権啓発作品」の各受賞者は、１月号に掲載いたします。  

今月の輝いた蒲中生  


